学校改善研究紀要2024: ○○-○○学術研究論文


論文タイトル（14p，メイリオ）
サブタイトル（12p，メイリオ）

〇〇〇〇a，〇〇〇〇b    氏名（11p，以下DHP平成明朝体W3）　
a〇〇大学　----@--------  所属・メールアドレス（11p）
b〇〇大学　----@--------



キーワード（5点まで）
〇〇〇（9p）
〇〇
〇〇
〇〇
〇〇















１．〇〇〇（10.5p, 太字）

  〇〇〇〇〇〇（1行アケで書き出し）
　本文の行間は、「固定値」「15p」です。要約：400字以内---------------------------------------------------------------------------------------（9p）




アミカケ部分は、掲載決定後にご記入いただきます。



２．〇〇〇

（1）〇〇〇〇 （10p，太字）
　〇〇〇〇〇〇〇〇（1行アケない）

３．〇〇〇

（1）〇〇〇〇（10p，太字）
  1）〇〇〇〇（10p，太字）
  〇〇〇〇（1行アケない）



表1．〇〇〇〇 （10p，太字，上段）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Mean（8p，Book Antiqua）         SD

表には縦線を入れない



*p<.05，**p<.01，***p<.001.（8p）













                図1．〇〇〇〇（10p，太字，下段）


註（9pで作成）
1） 〇〇〇〇
　〇〇〇〇〇〇---------------------
 2） 〇〇〇〇----------------------

謝辞
　〇〇〇〇
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